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私 た ち夫婦 の 「終の 棲 家」に な るので あ ろうか 。 住まい は 団地の 三 階 で

あ る 。南向 き 三部屋 の 間取り が 気に入 っ た。団 地 群のは ず れで、 南 向 き の

私 の 書斎の 窓 からは 、 他の棟 は なく、 大 木にな っ た桜と ケ ヤキと も み じ の

木 々 が新芽 を ふいて 、 緑鮮や か なのが 見 える。 そ の向こ う に二階 建 て の 住

宅 が 並んで い る。北 側 の窓の 下 には花 壇 があり 、 つつじ や ふじが 、 今 を 盛

り に 咲いて い る。そ の 隣は「 養護 学校 」の 校庭 が あって 、遮 る建 物 はない 。

子 ど もたち が サッカ ー などに 興 じてい る 。遠く に 、高層 の 団地群 が あ り 、

明 か りが灯 っ た夜景 は きれい で ある 。南 も 北も開 け ていて 、開 放感が あ り 、

暇 が あると 、 南北の 窓 から外 を 眺めて 楽 しんで い る。  

 今 年は、 桜 を堪能 し た。春 を 待ち満 を 持して 、 ちらほ ら と咲き 始 め る 。

そ し て満開 と なる。 花 見に出 か けなく て も、毎 日 が豪華 な 花見で あ っ た 。

そ れ から、 風 に吹か れ て、散 っ ていく 。 散る「 潔 さ」を 日 本人は 好 ん だ よ

う だ が、分 か らなく も ない。 散 った後 、 赤い額 が 残り、 そ の色合 い が 美 し

い 。そ れか ら、新芽 が 吹いて き て、き れ いな緑 と 化す。桜の 移り 変 わりを 、

思 う 存分楽 し むこと が できた 。  

 ケ ヤキの 大 木が二 本 ある。 一 本は、 早 くから 芽 を出し 、 淡い緑 か ら 、 濃

い 緑 に変化 し ている 。 ところ が 、もう 一 本は、 な かなか 芽 を出さ な い 。 妻

は 、 枯れて い るので は ないか と 、しき り に言っ た が、幹 は 生気に あ ふ れ て

い る。私は 、そ のう ち に芽を 出 すよと 答 えてい た。芽を 出 してき た。木も 、

人 間 と同じ よ うに、 早 生と晩 生 がある ら しい。 こ れらの 木 々に、 色 々 な 小

鳥 が 飛んで く る。そ れ を見る の が、ま た 、楽し い 。  

 ベ ランダ に は、バ ラ が十数 鉢 、母の 形 見にな っ た牡丹 と 白いつ つ じ 、 そ

し て 、ふじ 、 ぼけ、 ミ ルトス な どの鉢 が 、とこ ろ 狭しと 並 んでい る 。 前 の

牧 師 宅は、 広 いベラ ン ダがあ り 、夏は 照 り返し が きつか っ た。妻 は 、 せ っ

せ と 鉢植え に 励んだ 。 そこか ら 、移転 し てきた 鉢 々であ る 。  

 バ ラが多 い 。葬儀 や 結婚式 が あった 時 、いた だ いた花 を 、妻は 挿 し 木 し

た 。 枯れた も のもあ る が、見 事 につい た ものは 、 今小さ な つぼみ を つ け 、

咲 く のを待 っ ている 。 見るた び に、こ れ は「誰 々 さんの 葬 儀の花 」 、 こ れ

は 「 誰々さ ん の結婚 式 の花」 と 言って い る。  

 今 までは 、 教会に 仕 え多忙 で あった 。 それが 生 きがい で あった 。 こ ん な

ゆ っ たりし た 毎日で よ いのか と 自責の 念 に駆ら れ てもい る この頃 で ある。  


